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(57)【要約】
【課題】トップシール容器を電子レンジ等で加熱した後 
に、内容物の水分等が容器から漏れるのを防止するに好 
適なラベル及び容器を提供する。
【解決手段】当該ラベル５を容器の天面から剥離する途 
中で、切込みによって形成された支持部５ｂによって、 
トップシール４の蒸気抜き孔４ａを露出させた剥離状態 
に維持して加熱することができ、加熱終了後は、支持部 
５ｂによる支持を解除して当該ラベル５によって、トッ 
プシール４の蒸気抜き孔４ａを再び封止することができ 
る。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 の 天 面 に 貼 着 さ れ る ラ ベ ル で あ っ て 、
　 切 込 み に よ っ て 形 成 さ れ た 支 持 部 を 有 し 、
　 前 記 天 面 に 貼 着 さ れ た 当 該 ラ ベ ル を 、 そ の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 剥 離 す る 途 中 で 、 前 記 支  
持 部 が 、 剥 離 前 の 前 記 一 端 側 へ 突 出 し て 、 そ の 先 端 が 前 記 天 面 に 当 接 す る こ と に よ っ て 、  
剥 離 さ れ た 部 分 を 支 持 し て 、 当 該 ラ ベ ル の 剥 離 状 態 を 維 持 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る ラ ベ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 前 記 切 込 み に よ っ て 、 前 記 他 端 側 に 向 か う 舌 片 状 に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ベ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 当 該 ラ ベ ル の 前 記 一 端 側 に は 、 摘 み 部 が 設 け ら れ て い る 、
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ラ ベ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 非 粘 着 領 域 と な っ て い る 、
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ラ ベ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 支 持 部 を 形 成 す る 前 記 切 込 み は 、 二 つ の 各 始 端 部 か ら 前 記 他 端 側 へ そ れ ぞ れ 向 か う  
第 １ の 切 込 み と 、 第 １ の 切 込 み の 各 終 端 部 を 繋 ぐ 第 ２ の 切 込 み と を 備 え る 、
　 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ラ ベ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の 切 込 み は 、 前 記 他 端 側 へ 膨 ら ん だ 曲 線 状 の 切 込 み で あ る 、
　 請 求 項 ５ に 記 載 の ラ ベ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 二 つ の 各 始 端 部 は 、 円 弧 状 の 切 込 み を 有 す る 、
　 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の ラ ベ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 部 が 開 口 し た 容 器 本 体 と 、 該 容 器 本 体 の 前 記 開 口 を 覆 う よ う に 前 記 容 器 本 体 に 接 合 さ  
れ て 天 面 を 構 成 す る ト ッ プ シ ー ル と 、 前 記 ト ッ プ シ ー ル に 貼 着 さ れ る 前 記 請 求 項 １ な い し  
請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ラ ベ ル と を 備 え る 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 ト ッ プ シ ー ル に は 、 加 熱 に よ っ て 生 じ る 蒸 気 を 排 出 す る 蒸 気 抜 き 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 ラ ベ ル が 、 前 記 ト ッ プ シ ー ル に 、 前 記 蒸 気 抜 き 部 を 覆 う よ う に 貼 着 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ラ ベ ル の 前 記 支 持 部 が 、 前 記 ラ ベ ル の 前 記 剥 離 状 態 を 維 持 し て い る と き に は 、 前 記  
蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し て い る 、
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ラ ベ ル 及 び こ の ラ ベ ル が 貼 着 さ れ る 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 レ ン ジ で 加 熱 さ れ る 調 理 食 品 等 を 容 器 に 収 容 し た 商 品 が あ る 。 か か る 容 器 と し て 、  
容 器 の 開 口 縁 に 蓋 材 フ ィ ル ム を ヒ ー ト シ ー ル で 溶 融 密 着 さ せ る 、 ト ッ プ シ ー ル 容 器 が あ る  
（ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ７ ０ １ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 調 理 食 品 等 を 収 容 し た 容 器 を 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る と 、 食 品 か ら 発 生 す る 水 蒸 気 等 に  
よ り 、 容 器 の 内 圧 が 上 昇 し 、 容 器 が 破 裂 し て 食 品 が 飛 散 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 上 記 の よ う な ト ッ プ シ ー ル 容 器 で は 、 蓋 材 フ ィ ル ム で あ る ト ッ プ シ ー ル の 一  
部 、 例 え ば 、 平 面 視 矩 形 の 容 器 で あ れ ば 、 容 器 の 角 部 の ト ッ プ シ ー ル の 一 部 を 開 封 し て 内  
圧 が 上 昇 し な い よ う に し て 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 加 熱 後 も 開 封 し た ま ま と な る た め 、 内 容 物 を 漏 ら し て し ま う お そ れ が あ  
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ っ て 、 ト ッ プ シ ー ル 容 器 を 電 子  
レ ン ジ 等 で 加 熱 処 理 し た 後 に 、 内 容 物 が 漏 れ る の を 防 止 す る に 好 適 な ラ ベ ル 及 び 容 器 を 提  
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 で は 次 の よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ １ ） 本 発 明 に 係 る ラ ベ ル は 、 容 器 の 天 面 に 貼 着 さ れ る ラ ベ ル で あ っ て 、 切 込 み に よ っ  
て 形 成 さ れ た 支 持 部 を 有 し 、 前 記 天 面 に 貼 着 さ れ た 当 該 ラ ベ ル を 、 そ の 一 端 側 か ら 他 端 側  
へ 剥 離 す る 途 中 で 、 前 記 支 持 部 が 、 剥 離 前 の 前 記 一 端 側 へ 突 出 し て 、 そ の 先 端 が 前 記 天 面  
に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 剥 離 さ れ た 部 分 を 支 持 し て 、 当 該 ラ ベ ル の 剥 離 状 態 を 維 持 す る  
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る ラ ベ ル を 、 例 え ば 、 電 子 レ ン ジ 等 で 加 熱 さ れ る 食 品 を 内 容 物 と し て 収 容 し  
た 容 器 の 天 面 に 、 加 熱 に よ っ て 発 生 す る 蒸 気 を 排 出 す る た め の 蒸 気 抜 き 部 を 覆 う よ う に 貼  
着 し 、 そ の 容 器 を 、 電 子 レ ン ジ 等 で 加 熱 す る と き に は 、 加 熱 に 先 立 っ て 、 当 該 ラ ベ ル を 、  
そ の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 剥 離 す る 。 こ の 剥 離 の 途 中 で 、 天 面 の 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し 、 切 込  
み に よ っ て 形 成 さ れ た 支 持 部 が 、 ラ ベ ル の 剛 性 に よ っ て 、 剥 離 す る 方 向 で あ る 他 端 側 と は  
逆 の 一 端 側 に 突 出 し て 、 そ の 先 端 が 天 面 に 当 接 し て 、 支 持 部 以 外 の 剥 離 さ れ た 部 分 を 支 持  
し て 、 天 面 の 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し た 剥 離 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 支 持 部 に よ っ て 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し た 剥 離 状 態 を 維 持 し た ま ま で 、 電 子 レ ン  
ジ 等 で 加 熱 す る こ と が で き る の で 、 加 熱 中 に 、 ラ ベ ル が そ の 剛 性 に よ っ て 、 剥 離 前 の 状 態  
に 戻 っ て 再 び 天 面 に 貼 着 さ れ て 蒸 気 抜 き 部 を 封 止 す る と い っ た こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 電 子 レ ン ジ 等 に よ る 加 熱 の 終 了 後 は 、 前 記 支 持 部 に よ る 支 持 を 解 除 し て 当 該 ラ ベ  
ル を 再 び 天 面 に 貼 着 し て 、 蒸 気 抜 き 部 を 封 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 従 来 の ト ッ プ シ ー ル 容 器 の よ う に 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る 場 合 に 、 ト ッ プ  
シ ー ル の 一 部 を 開 封 す る 必 要 が な く 、 電 子 レ ン ジ 等 で の 加 熱 の 終 了 後 に 、 開 封 し た ま ま の  
容 器 か ら 内 容 物 が 漏 れ る と い っ た こ と も な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ２ ） 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に よ る と 、 前 記 支 持 部 は 、 前 記 切 込 み に よ っ て 、 前 記 他 端 側  
に 向 か う 舌 片 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 実 施 態 様 に よ る と 、 当 該 ラ ベ ル を 、 そ の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 向 け て 剥 離 す る 途 中 で  
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、 切 込 み に よ っ て 他 端 側 へ 向 か う よ う に 形 成 さ れ た 舌 片 状 の 支 持 部 が 、 ラ ベ ル の 剛 性 に よ  
っ て 、 剥 離 方 向 と は 逆 の 一 端 側 へ 突 出 し 、 舌 片 状 の 支 持 部 の 先 端 が 、 天 面 に 当 接 し て ラ ベ  
ル の 剥 離 さ れ た 部 分 を 支 持 し て 、 剥 離 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ３ ） 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 当 該 ラ ベ ル の 前 記 一 端 側 に は 、 摘 み 部 が 設 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 摘 み 部 は 、 摘 ま み 易 い よ う に 、 容 器 の 天 面 に 粘 着 し な い 非 粘 着 領 域 に す る の が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 態 様 に よ る と 、 当 該 ラ ベ ル の 一 端 側 の 摘 み 部 を 容 易 に 摘 ま ん で 他 端 側 へ 剥 離 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ( ４ ) 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 で は 、 前 記 支 持 部 は 、 非 粘 着 領 域 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 実 施 態 様 に よ る と 、 当 該 ラ ベ ル の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 剥 離 す る 途 中 で 、 切 込 み に よ  
っ て 区 画 さ れ た 支 持 部 が 、 剥 離 方 向 と は 逆 の 一 端 側 へ 突 出 す る が 、 非 粘 着 領 域 と な っ て い  
る 支 持 部 は 、 天 面 に 粘 着 し て い な い の で 動 き 易 く 、 前 記 一 端 側 へ の 突 出 が 円 滑 に 行 わ れ る  
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ５ ） 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 前 記 支 持 部 を 形 成 す る 前 記 切 込 み は 、 二 つ の 各 始 端  
部 か ら 前 記 他 端 側 へ そ れ ぞ れ 向 か う 第 １ の 切 込 み と 、 第 １ の 切 込 み の 各 終 端 部 を 繋 ぐ 第 ２  
の 切 込 み と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 実 施 態 様 に よ る と 、 当 該 ラ ベ ル を 、 そ の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 剥 離 す る 途 中 で 、 支 持  
部 の 先 端 を 形 成 す る 第 ２ の 切 込 み に 達 す る と 、 第 １ の 切 込 み と 第 ２ の 切 込 み に よ っ て 区 画  
さ れ る 支 持 部 が 、 ラ ベ ル の 剛 性 に よ っ て 、 剥 離 方 向 と は 逆 の 一 端 側 に 突 出 し て 、 第 ２ の 切  
込 み に よ っ て 形 成 さ れ る 先 端 が 、 天 面 に 当 接 支 持 し て 、 当 該 ラ ベ ル を 剥 離 状 態 に 維 持 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ ６ ） 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 で は 、 前 記 第 ２ の 切 込 み は 、 前 記 他 端 側 へ 膨 ら ん だ 曲  
線 状 の 切 込 み で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 態 様 に よ る と 、 第 ２ の 切 込 み が 、 他 端 側 へ 膨 ら ん だ 曲 線 状 の 切 込 み で あ る の で  
、 当 該 ラ ベ ル を 、 そ の 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 剥 離 す る 際 に 、 支 持 部 を 一 端 側 へ 突 出 さ せ る 方  
向 へ の 力 が 、 剥 離 が 進 む に つ れ て 徐 々 に 作 用 し 、 円 滑 に 突 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ７ ） 本 発 明 の 一 実 施 態 様 で は 、 前 記 二 つ の 各 始 端 部 は 、 円 弧 状 の 切 込 み を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 実 施 態 様 に よ る と 、 切 込 み の 始 端 と な る 部 分 を 円 弧 状 と し て 剥 離 の 際 に か か る 力 を  
分 散 さ せ て 、 切 込 み の 始 端 部 が 破 断 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ ８ ） 本 発 明 に 係 る 容 器 は 、 上 部 が 開 口 し た 容 器 本 体 と 、 該 容 器 本 体 の 前 記 開 口 を 覆 う  
よ う に 前 記 容 器 本 体 に 接 合 さ れ て 天 面 を 構 成 す る ト ッ プ シ ー ル と 、 前 記 ト ッ プ シ ー ル に 貼  
着 さ れ る 上 記 （ １ ） な い し （ ７ ） の い ず れ か の ラ ベ ル と を 備 え る 容 器 で あ っ て 、 前 記 ト ッ  
プ シ ー ル に は 、 加 熱 に よ っ て 生 じ る 蒸 気 を 排 出 す る 蒸 気 抜 き 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 ラ ベ ル が  
、 前 記 ト ッ プ シ ー ル に 、 前 記 蒸 気 抜 き 部 を 覆 う よ う に 貼 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 容 器 に よ る と 、 例 え ば 、 食 品 を 内 容 物 と し て 収 容 し た 当 該 容 器 を 、 電 子 レ  
ン ジ 等 で 加 熱 す る と き に 、 加 熱 に 先 立 っ て 、 ト ッ プ シ ー ル の 蒸 気 抜 き 部 を 覆 う よ う に 貼 着  
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さ れ て い る ラ ベ ル を 、 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 剥 離 し て 、 支 持 部 を 、 剥 離 方 向 と は 逆 の 一 端 側  
へ 突 出 さ せ て 、 支 持 部 の 先 端 を 、 天 面 に 当 接 さ せ て 当 該 ラ ベ ル を 剥 離 状 態 に 維 持 し て 加 熱  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ ９ ） 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 で は 、 前 記 ラ ベ ル の 前 記 支 持 部 が 、 前 記 ラ ベ ル の 前 記  
剥 離 状 態 を 維 持 し て い る と き に は 、 前 記 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 ト ッ プ シ ー ル の 蒸 気 抜 き 部 を 覆 う よ う に 貼 着 さ れ て い る ラ ベ ル  
を 、 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 剥 離 し て 、 支 持 部 を 、 剥 離 方 向 と は 逆 の 一 端 側 へ 突 出 さ せ て 、 支  
持 部 の 先 端 を 、 天 面 に 当 接 さ せ て 当 該 ラ ベ ル の 剥 離 状 態 に 維 持 し て い る と き に は 、 ト ッ プ  
シ ー ル の 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し て い る の で 、 電 子 レ ン ジ 等 で の 加 熱 中 に 、 ラ ベ ル の 剛 性 で 、  
ラ ベ ル が 剥 離 前 の 状 態 に 戻 っ て 再 び 天 面 に 貼 着 さ れ て 蒸 気 抜 き 部 を 封 止 す る と い っ た こ と  
が な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 電 子 レ ン ジ 等 に よ る 加 熱 の 終 了 後 は 、 前 記 支 持 部 に よ る 支 持 を 解 除 し て 当 該 ラ ベ  
ル を 再 び 天 面 に 貼 着 し て 、 蒸 気 抜 き 部 を 封 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 従 来 の ト ッ プ シ ー ル 容 器 を 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る 場 合 の よ う に 、 ト ッ プ  
シ ー ル の 一 部 を 開 封 す る と い っ た 必 要 が な く 、 電 子 レ ン ジ 等 で の 加 熱 の 終 了 後 に 、 開 封 し  
た ま ま の 容 器 か ら 内 容 物 が 漏 れ る と い っ た こ と も な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 当 該 ラ ベ ル を 、 例 え ば 、 食 品 を 収 容 し た 容 器 の 天 面 に 、 加 熱 に よ っ て  
生 じ る 蒸 気 を 排 出 す る た め の 蒸 気 抜 き 部 を 覆 う よ う に 貼 着 し 、 こ の 容 器 を 、 電 子 レ ン ジ 等  
を 用 い て 加 熱 す る 場 合 に 、 加 熱 に 先 立 っ て 、 当 該 ラ ベ ル を 天 面 か ら 剥 離 す る 際 に 、 そ の 剥  
離 の 途 中 で 、 天 面 の 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し 、 切 込 み に よ っ て 形 成 さ れ た 支 持 部 に よ っ て 、 剥  
離 さ れ た 部 分 を 支 持 し て 、 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し た 剥 離 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 支 持 部 に よ っ て 蒸 気 抜 き 部 が 露 出 し た 剥 離 状 態 を 維 持 し た ま ま で 、 電 子 レ ン  
ジ 等 で 加 熱 す る こ と が で き る の で 、 加 熱 中 に 、 ラ ベ ル が そ の 剛 性 に よ っ て 、 剥 離 前 の 状 態  
に 戻 っ て 再 び 天 面 に 貼 着 さ れ て 蒸 気 抜 き 部 を 封 止 す る と い っ た こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 電 子 レ ン ジ 等 に よ る 加 熱 の 終 了 後 は 、 前 記 支 持 部 に よ る 支 持 を 解 除 し て 当 該 ラ ベ  
ル を 再 び 天 面 に 貼 着 し て 、 蒸 気 抜 き 部 を 封 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 し た が っ て 、 従 来 の ト ッ プ シ ー ル 容 器 を 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る 場 合 の よ う に 、 ト ッ プ  
シ ー ル の 一 部 を 開 封 す る と い っ た 必 要 が な く 、 電 子 レ ン ジ 等 で の 加 熱 の 終 了 後 に 、 開 封 し  
た ま ま の 容 器 か ら 内 容 物 が 漏 れ る と い っ た こ と も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ラ ベ ル を 備 え る 容 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は ラ ベ ル を 剥 離 し た 状 態 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は ラ ベ ル を 剥 離 し た 状 態 を 示 す 図 ３ に 対 応 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は ラ ベ ル の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ラ ベ ル の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 の ラ ベ ル の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ラ ベ ル の 平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ラ ベ ル を 備 え る 容 器 １ の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図  
１ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 容 器 １ は 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 さ れ る 調 理 食 品 等 の 図 示 し な い 内 容 物 が 収  
容 さ れ た 容 器 本 体 ２ と 、 こ の 容 器 本 体 ２ の 上 部 開 口 ３ を 塞 ぐ 蓋 材 フ ィ ル ム と し て の ト ッ プ  
シ ー ル ４ と 、 こ の ト ッ プ シ ー ル ４ に 貼 着 さ れ た ラ ベ ル ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 容 器 １ は 、 容 器 本 体 ２ の 上 部 開 口 ３ の 周 囲 の 鍔 状 の フ ラ ン ジ 部 ２ ａ の 上 面 に 、 容 器  
１ の 天 面 を 構 成 す る ト ッ プ シ ー ル ４ が ヒ ー ト シ ー ル さ れ て な る ト ッ プ シ ー ル 容 器 で あ る 。  
ト ッ プ シ ー ル ４ の 中 央 部 に は 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 し た 場 合 に 、 発 生 し た 蒸 気 を 排 出 す る た  
め の 蒸 気 抜 き 部 と し て 、 平 面 視 円 形 の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 蒸 気 抜 き 部 は 、  
加 熱 に よ っ て 生 じ る 蒸 気 等 を 排 出 で き れ ば よ く 、 円 形 に 限 ら ず 、 半 円 形 、 楕 円 形 、 矩 形 、  
そ の 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ラ ベ ル ５ は 、 そ の 略 中 央 部 で 、 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ を 覆 う よ う に ト ッ プ シ ー ル ４ に 貼 着 さ れ  
て い る 。 ラ ベ ル ５ は 、 可 撓 性 を 有 す る 透 明 な 基 材 フ ィ ル ム の 片 面 ( ト ッ プ シ ー ル ４ に 貼 着  
さ れ る 側 の 面 ) に 粘 着 剤 層 が 形 成 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 容 器 本 体 ２ 及 び ト ッ プ シ ー ル ４ は 、 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ チ  
レ ン テ レ フ タ レ ー ト 等 の 合 成 樹 脂 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ラ ベ ル ５ の 基 材 フ ィ ル ム は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト や ポ リ プ ロ ピ レ ン 等  
か ら な る フ ィ ル ム で あ る 。 ラ ベ ル ５ は 、 後 述 の よ う に 、 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ が 露 出 す る よ う に  
部 分 的 に 剥 離 し た 後 、 再 び 貼 着 す る の で 、 粘 着 剤 層 は 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 系 の 粘 着 剤 な ど  
で 構 成 さ れ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 容 器 １ で は 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る 場 合 に 、 従 来 の ト ッ プ シ ー ル 容 器 の  
よ う に 、 ト ッ プ シ ー ル ４ の 一 部 を 剥 離 す る 必 要 が な く 、 ラ ベ ル ５ を 部 分 的 に 剥 離 し て 、 ト  
ッ プ シ ー ル ４ の 中 央 部 の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ を 露 出 さ せ て 、 容 器 １ の 内 容 物 か ら 生 じ る 水 蒸 気  
等 を 、 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ か ら 排 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ラ ベ ル ５ を 、 ト ッ プ シ ー ル ４ の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ が 露 出 す る よ う に 剥 離 し た 後 に 、 ラ ベ ル  
５ の 剛 性 に よ っ て 、 ラ ベ ル ５ が 元 に 戻 っ て ト ッ プ シ ー ル ４ に 再 び 貼 着 さ れ て 蒸 気 抜 き 孔 ４  
ａ を 閉 塞 す る こ と が な い よ う に 、 次 の よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 の ラ ベ ル ５ は 、 大 略 長 方 形 で あ っ て 、 長 手 方 向 ( 図 １ ， 図 ２ の 左 右 方 向 ) の  
一 端 に は 、 台 形 状 に 外 方 へ 突 出 し た 摘 み 部 ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ラ ベ ル ５ の 形 状 は 、 ト  
ッ プ シ ー ル ４ の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ を 完 全 に 覆 う こ と が で き れ ば 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 楕 円 形 や  
そ の 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ラ ベ ル ５ の 長 手 方 向 の 他 端 側 、 す な わ ち 、 摘 み 部 ５ ａ と は 反 対 側 に は 、 部 分 的 に 剥 離 さ  
れ た ラ ベ ル ５ を 支 持 し て 、 剥 離 状 態 を 維 持 す る 支 持 部 ５ ｂ を 形 成 す る 切 込 み ５ ｃ が 設 け ら  
れ て い る 。 こ の 切 込 み ５ ｃ に よ っ て 、 そ の 内 側 に 区 画 形 成 さ れ る 支 持 部 ５ ｂ は 、 他 端 側 に  
向 か う 舌 片 状 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 切 込 み ５ ｃ は 、 一 端 側 か ら 他 端 側 へ 向 か っ て 略 平 行 に 延 び る 第 １ の 切 込 み ５ ｃ １ ， ５ ｃ
１ と 、 第 １ の 切 込 み ５ ｃ １ ， ５ ｃ １ の 各 終 端 を 曲 線 状 に 繋 ぐ 第 ２ の 切 込 み ５ ｃ ２ と を 有 し  
て い る 。 第 ２ の 切 込 み ５ ｃ ２ は 、 他 端 側 へ 膨 ら む よ う に 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の  
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切 込 み ５ ｃ １ ， ５ ｃ １ の 二 つ の 各 始 端 部 ５ ｃ ３ ， ５ ｃ ３ は 、 小 径 の 半 円 弧 状 の 湾 曲 部 分 を  
有 し て お り 、 こ の 湾 曲 部 分 で 、 剥 離 の 際 に か か る 力 を 分 散 し て 破 断 す る の を 防 止 し て い る  
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 舌 片 状 の 支 持 部 ５ ｂ は 、 二 つ の 各 始 端 部 ５ ｃ ３ ， ５ ｃ ３ を 、 第 １ の 切 込 み ５ ｃ １ ， ５ ｃ
１ 及 び 第 ２ の 切 込 み ５ ｃ ２ に よ っ て 連 続 さ せ た 切 込 み ５ ｃ に よ っ て 、 そ の 内 側 に 区 画 形 成  
さ れ る も の で あ っ て 、 二 つ の 各 始 端 部 ５ ｃ ３ ， ５ ｃ ３ の 間 に は 、 切 込 み は な く 、 支 持 部 ５  
ｂ 以 外 の 部 分 に 連 な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ラ ベ ル ５ の 摘 み 部 ５ ａ 及 び 舌 片 状 の 支 持 部 ５ ｂ は 、 粘 着 剤 層 が 形 成 さ れ て い な い 非 粘 着  
領 域 と な っ て い る 。 こ の 非 粘 着 領 域 は 、 粘 着 剤 層 の 上 に 、 非 粘 着 性 の 樹 脂 を 塗 布 し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア の 店 員 が 、 容 器 １ を 電 子 レ ン ジ で 加  
熱 す る 場 合 に は 、 加 熱 に 先 立 っ て 、 ラ ベ ル ５ の 一 端 側 の 摘 み 部 ５ ａ を 指 で 摘 ん で 、 一 端 側  
か ら 他 端 側 へ 向 け て 引 上 げ る よ う に 剥 離 す る 。 こ の 剥 離 の 際 に 、 ト ッ プ シ ー ル ４ の 中 央 部  
の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ が 露 出 す る 。 ま た 、 剥 離 が 舌 片 状 の 支 持 部 ５ ｂ の 第 ２ の 切 込 み ５ ｃ ２ の  
近 傍 に 達 す る と 、 ラ ベ ル ５ の 剛 性 に よ っ て 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 湾 曲 す る よ う に  
曲 が っ た ラ ベ ル ５ か ら 切 込 み ５ ｃ に よ っ て 区 画 さ れ た 舌 片 状 の 支 持 部 ５ ｂ が 、 湾 曲 し た 部  
分 か ら 分 離 し て 剥 離 す る 向 き と 逆 の 剥 離 前 の 一 端 側 へ 突 出 す る 。 そ の 後 、 摘 み 部 ５ ａ か ら  
指 を 離 す と 、 ラ ベ ル ５ は 、 そ の 剛 性 に よ っ て 、 元 に 戻 ろ う と す る が 、 突 出 し た 舌 片 状 の 支  
持 部 ５ ｂ の 先 端 が 、 ト ッ プ シ ー ル ４ に 当 接 し て 、 剥 離 さ れ た 湾 曲 部 分 を 支 持 し 、 湾 曲 部 分  
の 剥 離 状 態 が 、 そ の ま ま 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ラ ベ ル ５ を 剥 離 す る 際 に 、 舌 片 状 の 支 持 部 ５ ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 摘 み 部 ５ ａ  
と 同 様 に 、 粘 着 剤 層 が 形 成 さ れ て い な い 非 粘 着 領 域 で あ る の で 、 ト ッ プ シ ー ル ４ の 面 上 を  
動 き 易 く 、 剥 離 方 向 と は 逆 の 一 端 側 に 円 滑 に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 ラ ベ ル ５ を 、 ト ッ プ シ ー ル ４ の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ を 露 出 さ せ た 剥 離 状 態  
に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の 剥 離 状 態 で 、 容 器 １ を 電 子 レ ン ジ に 入 れ て 加 熱 を 行 う 。 こ  
の よ う に 支 持 部 ５ ｂ に よ っ て ラ ベ ル ５ の 剥 離 状 態 が 維 持 さ れ る の で 、 加 熱 中 に 、 ラ ベ ル ５  
が 剥 離 前 の 状 態 に 戻 っ て ト ッ プ シ ー ル ４ に 再 貼 着 さ れ て 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ が 封 止 さ れ る こ と  
が な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 加 熱 終 了 後 は 、 支 持 部 ５ ｂ に よ る 支 持 を 解 除 し て 、 ラ ベ ル ５ を 再 び ト ッ プ シ ー ル ４ に 貼  
着 し て 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ を 閉 塞 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 従 来 の ト ッ プ シ ー ル 容 器 の よ う に 、 ト ッ プ シ ー ル  
の 一 部 を 開 封 し て 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る 必 要 が な く 、 ラ ベ ル ５ を 部 分 的 に 剥 離 し て ト ッ プ  
シ ー ル ４ の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ を 露 出 さ せ た 状 態 に 維 持 し て 加 熱 す れ ば よ い 。 ま た 、 加 熱 終 了  
後 は 、 再 び ラ ベ ル ５ を 貼 着 し て ト ッ プ シ ー ル ４ の 蒸 気 抜 き 孔 ４ ａ を 閉 塞 す る の で 、 加 熱 終  
了 後 に 、 従 来 の ト ッ プ シ ー ル 容 器 の よ う に 、 開 封 し た ま ま の 容 器 か ら 内 容 物 が 漏 れ る と い  
っ た こ と も な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 摘 み 部 ５ ａ に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 「 Ｏ Ｐ Ｅ Ｎ 」 の 文 字 を 印 刷 し 、 舌  
片 状 の 支 持 部 ５ ｂ に は 、 支 持 部 ５ ｂ ま で 剥 離 す る こ と を 促 す メ ッ セ ー ジ 、 例 え ば 、 「 こ こ  
ま で ラ ベ ル を め く っ て 下 さ い 」 と い っ た メ ッ セ ー ジ を 印 刷 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ラ ベ ル ５ １ の 舌 片 状 の 支 持 部 ５ ｂ よ り も 他 端 側 の 幅 方 向 の  
両 側 に 、 ラ ベ ル ５ １ が 完 全 に 剥 離 さ れ る の を 阻 止 す る た め に 、 剥 離 停 止 用 切 込 み ５ ｄ ， ５  
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ｄ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 支 持 部 ５ ｂ の 形 状 は 、 剥 離 し た 部 分 を 支 持 し て 、 剥 離 し た 状 態 を 維 持 で き れ ば 、 特 に 限  
定 さ れ ず 、 例 え ば 、 図 ７ の ラ ベ ル ５ ２ に 示 す よ う に 、 切 込 み ５ ２ ｃ に よ っ て 、 他 端 側 へ 向  
か う 台 形 状 に 形 成 し て も よ く 、 あ る い は 、 矩 形 状 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 支 持 部 を 複 数 、 例 え ば 、 図 ８ の ラ ベ ル ５ ３ に 示 す よ う に 、 ラ ベ ル ５ ３ の 幅 方 向 の  
両 側 に 、 切 込 み ５ ３ ｃ ， ５ ３ ｃ に よ っ て 二 つ の 支 持 部 ５ ３ ｂ ， ５ ３ ｂ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 更 に 、 ラ ベ ル に 、 公 知 の 開 封 確 認 機 能 を 持 た せ て も よ い 。 こ の 開 封 確 認 機 能 と し て は 、  
例 え ば 、 ラ ベ ル が 開 封 さ れ た と き に は 、 開 封 さ れ た こ と を 示 す 文 字 等 、 例 え ば 、 「 Ｖ Ｏ Ｉ  
Ｄ 」 や 「 開 封 済 」 が ラ ベ ル に 残 っ て 表 示 さ れ る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ っ て 、 不 正 な  
開 封 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ラ ベ ル を 構 成 す る 基 材 フ ィ ル ム は 、 単 一 の フ ィ ル ム に 限 ら ず 、 積 層 フ ィ ル ム で あ っ て も  
よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 ト ッ プ シ ー ル 容 器 の ト ッ プ シ ー ル に 、 ラ ベ ル を 貼 着 し た が 、 ト ッ プ  
シ ー ル 容 器 に 限 ら ず 、 他 の 蓋 材 か ら な る 容 器 の 天 面 に ラ ベ ル を 貼 着 し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 １                     容 器
　 ２                     容 器 本 体
　 ３                     上 部 開 口
　 ４                     ト ッ プ シ ー ル
　 ４ ａ                   蒸 気 抜 き 孔
　 ５ ， ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３     ラ ベ ル
　 ５ ａ                   摘 み 部
　 ５ ｂ ， ５ ２ ｂ ， ５ ３ ｂ     支 持 部
　 ５ ｃ ， ５ ２ ｃ ， ５ ３ ｃ     切 込 み
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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